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1
「基山町の魅力度アップ」について、エミュー、キクイモの進捗状況と
その評価は。

エミューは500羽を超えた。エミューだけで採算性を求めるな
ら、2000羽必要だが、個人的には1000羽だと思っている。活
用方法としては、肉とオイルがある。肉は、既に町内の居酒
屋におろしている。需要と供給のバランスから年間80羽程つ
ぶしている。オイルも久光が今後もエミューオイルの化粧品に
取組んでいくと発表された。

産業 町長 産業振興課

2
雇用の創出が大事になってくると思うが、雇用という観点からの進
捗・評価は。

エミュー関係の雇用は１人、農業でＮＪアグリサポートは４～５
人雇用を行っており、ライチも１人雇用している。キクイモは
難しいが、現在久留米大学医学部と連携して健康に関する研
究をしている。農業については、園部の農業に期待していると
ころがある。ライチに加えて、ブルーベリー、イチゴ等も盛り上
がってきており、今度法人化も目指している。園部の地域で
滞在型の観光型農業にできればと思っている。また、町内の
職人の会と寺の観光化が進んでいる。これをうまく組み合わ
せられれば、ブランド力が高まるのかなと思っている。これに
キクイモ等がうまく組み込んでいけばいいかなと思っている。

産業 町長 産業振興課

3 中学校の裏の溝に石や棒があがっている。

昨年の影響と考えられる。確認して撤去したい。

⇒現場を確認した際には、水路の障害となるものは確認され
なかった。今後も定期的に確認を行う。

くらし
町長

建設課長
建設課
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4

昨年の豪雨災害で素早く避難することが命を守ることにつながること
を痛感した。それを受けて自主防災組織を立ち上げ、安否確認手順
を作成した。その中で災害時に、危険地帯に住んでいる人や、高齢
者等要支援者などと連絡をとる体制づくりをした。そのような方たちと
いち早く連絡をとり情報を伝達することが大事であると考えている。
そこで、要支援避難者へ情報を早く知る手段として「防災ラジオ」の
導入などを検討してほしい。

ツールについては、多くの先進事例があるので、研究してい
るところ。ツールはどれかを選んでとこかのタイミングでしたい
と思っている。大事なのは、要支援者の特定とその人の避難
計画をたてること。ツールと支援計画とを並行してやっていき
たい。

くらし 町長 総務企画課

5
下水道の説明会はいつか。
下水はくるのか。

7月の終わりくらいを考えている。
今の下水道計画では難しいので、合併浄化槽地区への支援
を充実させたいと考えている。説明会でお話ししたい。

⇒9/27（金）19時から4区公民館で開催した。

くらし
町長

建設課長
建設課

6
荒穂神社のため池の排水口が、大雨が降るときは水が飛んできたり
するので対策してほしい。

歴まちの認定を受けたので、補助金を使って対応したい。もと
もとお寺や神社には公費を使ってはいけないという決まりが
あったが、それが例外規定として可能になるため認定をとっ
たこともある。

教育 町長
定住促進課

建設課
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